
パブリックコメントの結果（概要）

（１） 意見募集期間 平成２５年５月１５日（水）～平成２５年６月１４日（金）

（２） 意見募集方法 閲覧場所にある募集用紙、Eメール ほか

（３） 意見提出者 ２３１名（持参２１２、メール１１、郵送２、FAX６）

（４） 意見の数 ２０８件（２３１件のうち「京田辺市パブリックコメント実施要綱」の規定により必

須項目記載なし等のため無効となったもの２３件）

「京田辺市中学校昼食提供事業」に対するパブリックコメントの結果



№
意見
総数

ご意見等 意見に対する市の考え

1 1

親の愛情がこもり、親の役
目としての家庭弁当を続け
ていくべきである。デリバ
リー方式の注文弁当も給
食も反対である。

京田辺市中学校昼食等検討委員会では、親の愛情がこ
もり、親の役目としての家庭弁当を基本に考えるべき、と
の内容の報告書を提出されましたが、その中には家庭
によっては様々な事情により家庭弁当を用意できないこ
とがあることや、急に家庭弁当を作れなくなった場合へ
の対応も考慮すべき、との意見が盛り込まれています。こ
のことから、この度の事業素案をお示ししました。

2 5

親の愛情がこもり、親の役
目としての家庭弁当を基本
に考えて行くべきである
が、様々な家庭事情も考
慮する中で、提言のとおり
デリバリー方式の注文弁当
に賛成である。

中学校昼食等検討委員会からの提言を尊重し、家庭弁
当の意義を重視する中で、デリバリー方式との選択制を
基本に事業素案をお示ししました。

3 153

京田辺市中学校昼食等検
討委員会が提言され、市
教委が事業（案）としてまと
めたデリバリー方式の注文
弁当に賛成である。

－

4 31

基本的には給食が良いと
思うものの、実際に給食へ
移行するためには、時間と
費用が相当かかることも否
めない。給食への検討は
続けていく中で、経過措置
としてデリバリー方式の注
文弁当に賛成である。

京田辺市中学校昼食等検討委員会からの報告書の中
には、デリバリー方式の注文弁当が現状の解決策として
は最善としながらも、給食を含めたより良い中学校昼食
の方法について引き続き検討を続けていくことが必要、
との意見が付記されています。
利用状況や利用者のニーズを注視するとともに、より良
い昼食のあり方について研究を続けていく予定です。

5 12

議会への請願が完全給食
であったのに対し、今回の
京田辺市中学校昼食等検
討委員会の提言や、市教
委の事業（案）は給食と呼
べるものにはなっていな
い。よって反対である。

中学校昼食等検討委員会からの報告書では、親の愛情
がこもり、親の役目としての家庭弁当を基本に考える中
で、家庭によっては様々な事情により家庭弁当を用意で
きないことがあることや、急に家庭弁当を作れなくなった
場合への対応を考慮する中で、現状の最善の解決策と
して、デリバリー方式の注文弁当の実施を提言されてい
ます。
また、過年度に市議会へ提出された請願書の一部に
は、これらの事情への対応を求める趣旨が含まれてお
り、この度の提言による事業を実施することにより、これら
の趣旨に応えることができることも述べられています。
さらに給食を含めたより良い中学校昼食の方法につい
て引き続き検討を続けていくことが必要、との意見が付
記されていることから、利用状況や利用者のニーズを注
視するとともに、より良い昼食のあり方について研究・検
討を続けていく予定です。

いただいた２０８件のご意見を分類すると、以下の７種類になりました。



№
意見
総数

ご意見等 意見に対する市の考え

6 5

デリバリー方式の注文弁当
では安全面などに不安が
残るため反対である。

調理場所の衛生管理や調理方法、保管場所や輸送方
法については、関係諸法令等を遵守するとともに、事業
素案では、食材の産地公表を想定しています。
また、栄養面では栄養士が事前に点検できる体制を、利
用者への受け渡しには、必要な人員の配置を想定して
います。

7 1

京田辺市中学校昼食等検
討委員会の提言方針で良
しという意見もあるが、食育
の意義から子どもたちの昼
食のあり方を今一度再考
すべきである。

PTAの代表など保護者の方々も参画された京田辺市中
学校昼食等検討委員会がまとめられた報告書に添い
行った今回のパブリックコメントにおいても、多くの賛成
意見が寄せられたことから、この度お示しした事業素案
を基本に事業化に向け進めることが、最も相応しいと考
えられます。
なお、報告書に付記されている、給食を含めたより良い
中学校昼食のあり方について、今後も研究を続けていく
予定です。
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